
1か所の人工産卵床で、バスの卵
が見つかりました。

今年最初の活動を行いました。27名の皆さんがご参加下さいました。はじめにサンクチュアリセン

ターにて開会式を行い、これまでの活動の成果と今後の活動予定についてお話ししました。そのあと

伊豆沼へ移動し、人工産卵床と定置網の見まわり、三角網による稚魚すくい、アイカゴの設置を行い

ました。当日は汗ばむような陽気で、水に入るのが心地よい一日でした。今回はテレビの取材も入りま

した。人工産卵床の見まわりでは、1か所でバスの産卵が認められたほか、7か所で底面の砂利を

払った形跡が見つかりました。稚魚すくいでは、まだバスの稚魚は見られませんでしたが、一方でブ

ルーギルの幼魚がよく採れました。捕食者であるバスの減少が関係しているのかもしれません。

開会式。これまでの活動成果等を
皆さんと共有しました。

バスの卵（矢印）。人工産卵床の
下段に約1万個の卵が産みつけら
れていました。

捕獲されたブルーギル。その数
200個体以上。

昨年に比べてブルーギルの幼魚
がよく採れました。

高校生がナマズの大物を三角網
でゲット。


